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Ⅰ　調査概要

参考：R4実施

１ 調査目的

２ 調査対象及び方法

水道を月平均500㎥以上お使いいただいているお客さまを対象に、水道の使用状況の

実態及び料金体系に対する考えを把握し、それらを今後の水道料金体系の見直しに反映

させるため、水道に関する大口需要者の意識調査を実施しました。

この調査は、令和４年度から開始し、今回が2回目の実施となり、隔年で実施しています。

４ 回収結果

⑴ 標本数 207件

⑵ 有効回答数 102件 （郵便回答59件、web回答43件）

⑶ 有効回答率 49.2%（郵便回答28.5%、Web回答20.7%）

５ 報告書の見方

⑴ 比率算出の基数（N）は、図表中に数値を示していない場合は有効回答数の102

となります。

ただし、条件を限定した項目については、図表中にNを示しました。また、小数

第二位を四捨五入しているため、構成比の合計が100％にならない場合があります。

⑵ 複数回答可の場合の表中の率は、有効回答数に対する各項目の回答数の割合を示

しています。

⑶ 図表中の選択肢標記は、語句を短縮・簡略化している場合があります。

３ 調査内容

⑴ 使用状況について

⑵ 料金体系について

⑶ 使用水量について

⑷ 水道水以外の水源使用について

⑴ 調査対象及び対象者数 令和４年度下期から令和５年度上期実績

月平均500㎥以上の事業者 207者

⑵ 調査方法 郵便調査法（郵便配付－郵便回収もしくはweb回収）

⑶ 調査期間 令和６年４月26日～令和６年５月22日
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Ⅱ　調査結果

項目 回答数 率

生活用水 1 1.0%

公共施設・公衆施設 2 2.0%

公共施設・宿泊施設 1 1.0%

公共施設・その他の施設 3 2.9%

公的機関が管理運営する医療施設 1 1.0%

団体 11 10.8%

会社・事務所 8 7.8%

医療・衛生・保健 10 9.8%

卸売・小売業 3 2.9%

サービス業 6 5.9%

宿泊施設 10 9.8%

食料品・飲料品製造 7 6.9%

鉱業製造 38 37.3%

銭湯 1 1.0%

　　〇上記表の項目は、日本標準産業分類を基に整理し、その分類に該当する主な業種は次のとおり。

（１）　貴事業所の業種をお答えください。（別紙「業種コード一覧より一つだけ選択）

1.0%

2.0%

1.0%

2.9%

1.0%

10.8%

7.8%

9.8%

2.9%

5.9%

9.8%

6.9%

37.3%

1.0%

１ 使用状況についての質問
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（２）　貴事業所の従業員数をお答えください。（一つだけ選択）

項目 回答数 率

ア １～５０人 33 32.4%

イ ５１～１００人 27 26.5%

ウ １０１～２００人 22 21.6%

エ ２０１～３００人 7 6.9%

オ ３０１人以上 12 11.8%

カ 無記入 1 1.0%

（３）　現在、節水対策を行っていますか。（一つだけ選択）

項目 回答数 率

ア 日常から取り組んでいる 72 70.6%

イ 現状は取り組んでいないが、
   今後行う予定である

3 2.9%

ウ 特に取り組んでいない 27 26.5%

（４）　さらなる節水対策に取り組むことは可能と思われますか。（一つだけ選択）

　※（３）で「ア 日常から取り組んでいる」を選択した方への質問（72者）

項目 回答数 率

ア 現在のところ、さらなる節水
　 対策を行うことは難しい

51 70.8%

イ さらなる節水対策が可能と思わ
　 れる

13 18.1%

ウ わからない 8 11.1%

エ その他 0 0.0%

70.6%

2.9%

26.5%
ア取組み済

イ今後行う予定

ウ取り組んで

いない

70.8%

18.1%

11.1%

0.0%
N=72

「多くの事業者が節水意識を持っている」

節水については、「日常から取り組んでいる」が70.6％と多くの事業者が節水を意識した

使い方をしています。

一方、さらなる節水対策については、「現在のところ、さらなる節水対策を行うことは難し

い」が70.8％と現状対策の継続を考えている事業者が多く、「さらなる節水対策が可能と思わ

れる」を選択した節水意識の高い事業者は18.1％でした。

32.4%

26.5%

21.6%

6.9%

11.8% 1.0%
ア 1～50人

イ 51～100人

ウ 101～200人

エ 201～300人

オ 301人以上

無記入

33

27

22

7

12
1

72
3

27
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（５） 現在、節水対策を目的とした設備投資（更新）の予定はありますか。（一つだけ選択）

項目 回答数 率

ア 予定あり 5 4.9%

イ 予定なし 97 95.1%

（６）　どのような設備投資（更新）を予定していますか。（該当するものすべて）

　※（５）で「予定あり」を選択した方への質問（５者）

項目 回答数

ア 既存の設備を最新の節水対応
   機器へ交換

3

イ 雨水を利用する設備の導入 1

ウ 排水をリサイクルする設備の
　 導入

1

エ その他 0

（ア 具体的な設備名）

（７）　いつ頃設備の導入（更新）を予定していますか。（一つだけ選択）

　※（５）で「予定あり」を選択した方への質問（５者）

項目 回答数

ア 半年以内 1

イ １年以内 2

ウ ２年以内 1

エ その他 1

（８）　設備の導入（更新）によって、どの程度の使用水量減を見込んでいますか。（一つだけ選択）

　※（５）で「予定あり」を選択した方への質問（５者）

項目 回答数

ア １～５％ 3

イ ６～１０％ 2

ウ １１～２０％ 0

エ ２１～３０％ 0

オ ３０％以上 0

油を用いないドライポンプへ変更

節水型のトイレや水栓ユニットに変更

4.9%

95.1%

ア予定あり

イ予定なし

「節水を目的とした設備投資は、多くが『予定なし』」

節水を目的とした設備投資（更新）の予定は95%の事業者が「予定なし」となりました。

「予定あり」の５者（4.9%）については、「既存の設備を最新の節水対応機器への交換」が最

も多い結果となりました。

なお、設備導入により「6～10％」の水量減を見込んでいる２者は、雨水利用と排水リサイク

ルの導入を予定しています。

3件

1件

1件

0件 N=５

1件

2件

1件

1件 N=５

3件

2件

0件

0件

0件 N=５

97

5
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（１）　現在の料金体系は、口径別の基本料金※1と、使用水量に応じて計算される水量料金※1から成り立っ

ており、このうち水量料金については、使用水量が多くなるほど１㎥あたりの単価が高くなる「逓

増制（ていぞうせい）」を採用しております。

　これは、水需要増の主な原因と考えられる大口使用者の需要を抑制する一方、低廉な生活用水を

供給するという二つの目的を達成するため、こうした料金体系を昭和47年から導入しているもの

です。

　しかし、近年は人口減少に加え、大口使用者の皆さまの節水意識等により水需要は減少傾向に推

移しており、需要減少割合以上に水量料金収入が減少していくという課題があります。

　このことから、課題の解消に向けて、逓増度の度合い※2について検討を進めていくことを予定し

ていますが、どのように思いますか。（一つだけ選択）

　　　　※1　基本料金と水量料金の比率は概ね３対７となります。

　　　　※２ 現在、本市の水量料金は５段階制となっており、第１段階の料金単価が１㎥あたり75円、第５段階の料金

　　  　単価が237円（消費税抜き）で、生活用水の低額化分（低単価部分）を大口使用者の皆さま（高単価部分）が負担

　  　  する仕組みで、その格差は3.16倍となっています。

項目 回答数 率

ア ある程度、大口使用者の負担が緩和
 　されるような見直しがされることが
　 望ましい

50 49.0%

イ 大口使用者の負担を大幅に緩和する
 　ような見直しがされることが望まし
　 い

18 17.7%

ウ 慎重に対処する必要がある 23 22.6%

エ 現在の逓増度合いが妥当だと思
　 う 6 5.9%

オ 生活用水の低減化を図るため、大口
　 使用者の負担が増加することはやむ
   を得ない

5 4.9%

カ その他 0 0.0%

49.0%

17.7%

22.6%

5.9%
4.9%

アある程度見直し

が望ましい

イ大幅に見直し

が望ましい

ウ慎重に対処する

必要あり

エ現在の逓増度合

いが妥当

オ負担の増加は

やむを得ない

２ 料金体系についての質問

0

2

4

6

8

10

12

14

16

1

2

1

2

11

6

4

1

4

1

2

1

6

3

1

2

1

4

1 1

4

5

1

6

1

15

1

14

4 4

1

業種別傾向
生活用水 公共施設・公衆施設

公共施設・宿泊施設 公共施設・その他

公的医療施設・その他 団体

会社・事務所 医療・衛生・保健

卸売・小売業 サービス業

宿泊施設 食料品・飲料品製造

鉱業製造 銭湯

50

18 23

6 5

50

18

23

6 5
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（２）　逓増度合いが緩和され、水量料金の単価が低くなった場合、使用する水量に変化はありますか。

（一つだけ選択）

項目 回答数 率

ア 使用水量が増えると思う 2 2.0%

イ 変わらない 96 94.1%

ウ わからない 4 3.9%

（３）　増加の理由は、どのようなものがありますか。（該当するものすべて）

　※（２）で「ア 使用水量が増えると思う」を選択した方への質問（２者）

項目 回答数

ア 生産量の増、従業員の増などの
　 業務拡大による

2

イ 地下水など他の水源の使用を
　 やめることによる

0

ウ 地下水など他の水源の使用を
　 やめたことによる

0

（４）　使用水量はどの程度増加すると思われますか。（一つだけ選択）

　※（２）で「ア 使用水量が増えると思う」を選択した方への質問（２者）

項目 回答数

ア １～10％ 1

イ 11～20％ 0

ウ 21～30％ 1

エ 31～40％ 0

オ 41～50％ 0

カ 51％以上 0

キ わからない 0

2.0%

94.1%

3.9%

ア使用水量が

増えると思う

イ変わらない

ウわからない

1件

0件

1件

0件

0件

0件

0件
N=２

2件

0件

0件 N=２

「大口使用者の負担緩和を望む意見が多い」

「ある程度、大口使用者の負担が緩和されるような見直しがされることが望ましい」49.0％及

び「大幅に緩和するような見直しがされることが望ましい」17.7％を合わせて、負担の緩和を望

む意見が66.7%となりました。

「慎重に対処する必要がある」も23者（22.6%）となり、料金の動向を慎重に見極める必要

があるといえます。

「料金単価が低くなった場合でも、使用水量に変化なしが大多数」

逓増度合いが緩和され、水量料金の単価が低くなった場合でも使用する水量に「変わらな

い」との回答が94.1％と大多数を占める結果となりました。

使用水量が増えると回答した２者（2％）は「生産量の増、従業員の増などの業務拡大」によ

るものとなっています。

96

4 2
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（５）　料金改定により水道料金が値上げされた場合、今後の使用水量は変化しますか。（一つだけ選択）

項目 回答数 率

ア 値上げ率が1～10％の場合は、
　 使用水量を減らす対策を行う

20 19.6%

イ 値上げ率が11～20％の場合は、
　 使用水量を減らす対策を行う

10 9.8%

ウ 値上げ率が20％以上の場合は、
　 使用水量を減らす対策を行う

4 3.9%

エ 変化しない 67 65.7%

オ 無記入 1 1.0%

（６）　どのように使用水量を減らす対策を行いますか。（一つだけ選択）

　※（５）でア、イ、ウの「使用水量を減らす対策を行う」を選択した方への質問（34者）

項目 回答数

ア 水道料金が現在より大きく増えない
　 よう、稼働・営業日数を減らす等を
   行い、計画的に使用水量を減らす

2

イ 大きな業務内容の変更はないが、
   設備投資（設備更新）をして節水を
   図る

8

ウ 企業内の他市営業所ｔの業務内容
　（生産内容）の変更等も検討し、使用
　水量を減らす

0

エ 節水の意識付けにより、節水を図る 24

オ その他 0

19.6%

9.8%

3.9%65.7%

1.0%
ア値上げ率

1～10％

イ値上げ率

11～20％

ウ値上げ率

20％以上

エ変化しない

オ無記入

「料金が値上げされた場合、使用水量を減らす対策を行うのは3割強」

料金改定により水道料金が値上げされた場合において、使用水量を減らす対策を行うの

は、値上げ率「１～10％」が19.6％、「11～20％」が9.8％、「20％以上」が3.9％とな

り、合わせて33.3％（34者）となりました。。

使用水量を減らす対策としては、34者のうち、「節水の意識付けにより、節水を図る」

が24件、次いで「設備投資（設備更新）をして節水を図る」が8件、「計画的に使用水量を

減らす」が2件となっています。

2件

8件

0件

24件

0件 N=34

20

10

4
67

1
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（１）　直近の約２年間において、使用水量はどのような傾向がありますか。（一つだけ選択）

項目 回答数 率

ア 増加傾向 27 26.5%

イ 減少傾向 14 13.7%

ウ ほとんど変化しない 60 58.8%

エ 無記入 1 1.0%

26.5%

13.7%
58.8%

1.0%
ア増加傾向

イ減少傾向

ウほとんど変化

しない

エ無記入

３ 使用水量についての質問

「直近2年間の使用水量は『ほとんど変化しない』が最多」

直近の約２年間の使用水量の見込みについては、「ほとんど変化しない」（58.8％）が最も

多く、次に「増加傾向」（26.5％）、「減少傾向」（13.7％）となりました。

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

増加傾向 減少傾向 ほとんど変化しない

11 1 1

3

1

4

2

5

2
1

5

1

9

33

1
2

5
4

1 1

5

10

8

20

1

業種別傾向

生活用水 公共施設・公衆施設 公共施設・宿泊施設 公共施設・その他

公的医療施設・その他 団体 会社・事務所 医療・衛生・保健

卸売・小売業 サービス業 宿泊施設 食料品・飲料品製造

鉱業製造 銭湯

27 14

60

27

14
60

1

10



（２）　増加傾向の理由は、どのようなものがありますか。（該当するものすべて）

　※（１）で「ア 増加傾向」を選択した方の回答（27者）

項目 回答数

ア コロナ禍の影響による業務量等の減
　  から、コロナ禍以前の程度に回復した
　　ことによる

10

イ 生産量の増、従業員の増などの
　 業務拡大による

12

ウ 地下水など他の水源の使用を
　 やめたことによる

1

エ その他 4

 （３）　減少傾向の理由は、どのようなものがありますか。（該当するものすべて）

項目 回答数

ア コロナ禍の影響による業務量等の減
　　が持続していることによる

4

イ 生産量の減、従業員の減などの
　 業務縮小による

10

ウ 地下水など他の水源の使用が増えた
  （使用を開始した）ことによる

1

エ 節水機器の導入による 2

オ その他 1

　※（１）で「イ 減少傾向」を選択した方の回答（14者）複数回答のため回答数18件

10件

12件

1件

4件

「増加傾向『生産量の増、従業員の増などの業務拡大』が多い」

増加傾向（27者）の理由については、「 生産量の増、従業員の増などの業務拡大による」

が12件、次に「コロナ禍以前の程度に回復したことによる」が10件と続きました。

N=27

4件

10件

1件

2件

1件 N=18

「減少傾向『生産量の減、従業員の減などの業務縮小』が多い」

減少傾向（14者）の理由については、「生産量の減、従業員の増などの業務減少による」

が10件、次に「コロナ禍の影響による業務量等の減が持続していることによる」が４件と続き

ました。
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 （４）　今後、１年から５年後の使用水量はどのように変化する見込みですか。（一つだけ選択）

項目 回答数 率

ア 増加する 15 14.7%

イ 減少する 7 6.9%

ウ ほとんど変化はない 53 52.0%

エ わからない 25 24.5%

オ 無記入 2 2.0%

14.7%

6.9%

52.0%

24.5%

2.0% ア増加する

イ減少する

ウほとんど変化

はない

エわからない

オ無記入

0

2

4

6

8

10

12
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1
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1 1 1

4
5
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19

10

1

業種別傾向

生活用水 公共施設・公衆施設 公共施設・宿泊施設 公共施設・その他

公的医療施設・その他 団体 会社・事務所 医療・衛生・保健

卸売・小売業 サービス業 宿泊施設 食料品・飲料品製造

鉱業製造 銭湯

15 7 53 25

「今後の使用水量の見込みは『ほとんど変わらない』が半数」

今後、１年から５年後の使用水量の見込みについては、「ほとんど変化しない」が約半数の

53者（52％）、「わからないが」25者（24.5％）、「増加する」が15者（14.7％）、「減少

する」が７者（6.9％）となりました。

増減の見込みと理由は次頁のとおりとなっています。

15

7

53

25

2
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 （５）　どの程度増加する見込みですか。（一つだけ選択）

  ※（４）で「ア 増加する」を選択した方の回答（15者）

項目 回答数

ア １～10％ 6

イ 11～20％ 5

ウ 21～30％ 1

エ 31～40％ 0

オ 41～50％ 0

カ 51％以上 3

キ わからない 0

 （６）　増加の理由は、どのようなものがありますか。（該当するものすべて）

  ※（４）で「ア 増加する」を選択した方の回答（15者）

項目 回答数

ア 生産量の増、従業員の増などの
　 業務拡大による

10

イ 地下水など他の水源の使用を
　 やめたことによる

0

ウ その他 5

 （７）　どの程度減少する見込みですか。（一つだけ選択）

  ※（４）で「イ 減少する」を選択した方の回答（７者）

項目 回答数

ア １～10％ 4

イ 11～20％ 0

ウ 21～30％ 1

エ 31～40％ 0

オ 41～50％ 0

カ 51％以上 0

キ わからない 2

 （８）　減少の理由は、どのようなものがありますか。（該当するものすべて）

  ※（４）で「イ 減少する」を選択した方の回答（７者）

項目 回答数

ア 生産量の減、従業員の減などの
　 業務縮小による

4

イ 地下水など他の水源の使用が増えた
  （使用を開始した）ことによる

1

ウ 節水機器の導入による 0

エ その他 2
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0件
N=15
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0件

0件

2件
N=7

N=15

4件

1件

0件

2件 N=7
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 （１）　現在、水道のほかに地下水や工業用水を使用していますか。（一つだけ選択）

項目 回答数 率

ア 地下水を併用している 7 6.9%

イ 工業用水を併用している 23 22.6%

ウ　地下水と工業用水を併用して
　　いる

1 1.0%

エ 現在は使用していないが、今後地下水
   または工業用水の使用を検討している 4 3.9%

オ 水道水以外の使用予定はない 67 65.7%

 （２）　検討内容等についてお伺いします。

　※（１）で「ウ 現在は使用していないが、今後地下水または工業用水の使用を検討している」を

　　選択した方への質問。（４者）

検討しているもの

　　地下水　３者 具体的に使用時期が決まっている　０者

時期までは決まっていないが、具体的検討に入っている　２者

これから具体的検討に入る　１者

検討内容未記入　１者

　　工業用水　０者

　　検討中　　１者

検討内容

４ 水道水以外の水源使用についての質問

「『水道水以外に使用する予定はない』が約6割強」

「水道水以外に使用する予定はない」が65.7％で最多となりました。

一方で水道水以外の使用では、「地下水を併用している」（6.9％）、「工業用水を併用して

いる」（22.6％）、「地下水と工業用水を併用している」（1.0％）を合わせて約30％が既に

水道水以外を使用、「現在は使用していないが、今後地下水または工業用水の使用を検討して

いる」（3.9％）という結果となりました。

6.9%

22.6%

1.0%

3.9%
65.7%

ア地下水併用

工業用水併用

ウ地下水と工業

用水併用

エ今後、検討

オ使用予定なし

7

23

14
67

14



 （３）　水道料金が値上げされた場合、設備投資をして他の水源の使用を考えますか。（一つだけ選択）

項目 回答数 率

ア 考えない 86 84.3%

イ ５％以上の増額の場合は他水源
 　を考える

2 2.0%

ウ 10％以上の増額の場合は他水源
 　を考える

3 2.9%

エ 20％以上の増額の場合は他水源
 　を考える

5 4.9%

オ 無記入 6 5.9%

 （４）　他の水源は何を検討しますか。（一つだけ選択）

　※（１）でイ、ウ、エの「増額の場合は他水源を検討する」を選択した方への質問。（10者）

項目 回答数

ア 地下水 4

イ 工業用水 3

ウ 地下水と工業用水併用 0

エ 再生水 2

オ その他 1

84.3%

2.0%

2.9%

4.9% 5.9%

ア考えない

イ５％以上

ウ 10％以上

エ 20％以上

オ無記入

4件

3件

0件

2件

1件
N=10

「『水道料金が値上げされた場合、他の水源使用を考えない』が多数」

水道料金が値上げされた場合、他の水源の使用を「考えない」が84.3%と多数でしたが、

５％以上～20％以上の増額の場合は他水源を考えるが10者という結果になりました。

他の水源は何を検討するかについては、地下水が４者、工業用水が３者、再生水が２者とい

う結果になりました。

86

2
3
5 6
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Ⅲ　自由意見

　あれば助かります。

　がほしいです。

　とても厳しい状況です。

■　主な利用はお客様によるものなので、節水は難しい。　　　　　　　　（営業用/サービス業）

■　料金に関係なく地下水を検討しております。　　　　　　　　　　（営業用/卸売・小売業）

■　主に使用するのは利用客のため、これ以上の節水を求めるのは客離れにつながる恐れがある

　ので、企業努力での水道料削減は難しい。　　　　　　　　　　　　　　　（営業用/宿泊施設）

（営業用/医療・衛生・保健）

（工場用/鉱業製造）

（営業用/サービス業）

■　コロナが終わり、その後の燃料費高騰（主にLNG）、宿泊客の回復鈍化など厳しい状況が続いて

■　下水道料金もあるので増加しない注意が必要　　　　 　　　　　　   （営業用/宿泊施設）

　光熱費が高騰する中、水道料金をもう少し安価に利用できると大変助かります。

■　水道使用量に応じて、料金を算定できる計算式等エクセルで容易に求めることの出来る料金表

■　人工透析を専門とする医療機関で、水（水槽水）を大量に消費します。人工透析治療を行う際に

　ＲＯ装置で濾過し使用するため、冬季はガス給湯器で加温しないと回収率がかなり低くなります。

　います。リネンサプライ業は業種上水道水が必須ですのでここにきて水道水も大幅に値上げなどは

■　継続する物価高騰に対する負担が増えていることから、水道料金に対する補助金・助成金等が

（業務用/団体）

５ 水道局に対するご意見やご要望などがありましたら、ご自由に記入してください。

（主な意見のみ記載）

（１）料金について

（２）その他

ご意見・ご要望
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